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（注意）持ち込み不可。4 問すべてに答えること。解答の順番は問わないが、解答番号を明記すること。 

 

第 1 問  

 以下の文章は経済学的に考えて正しいか。正しければ○、誤っていれば×を記入し、その

根拠を 1 行程度で簡潔に書きなさい。（各 5 点・計 25 点） 

① 間接民主制において、各選挙区内の選挙民の意見は多様性に富んでいることが望ましい。 

② 市場の失敗が生じているときには、政府の介入によって必ず状況が改善される。 

③ すべての再分配政策は、効率性とトレードオフの関係にある。 

④ 3 つ以上の選択肢に対して、多数決による決定は必ず優先順位を確定することができる。 

⑤ 民主主義の意思決定に関わる人数は多ければ多いほど望ましく、全員参加が理想である。 

 

第 2 問  

 保険の役割に関して、以下の設問に答えなさい。 

① 保険が効率性を改善することを図示して説明しなさい。（15 点） 

② ①の図を用いて、景気安定化機能と保険の類似性について説明しなさい。（10 点） 

 

第 3 問  

 可処分所得の 6 割が消費されるものとする。消費以外の総需要項目（投資など）は変化し

ないものとして、以下の設問に答えなさい。 
① 財政支出の乗数効果はいくつか。（5 点） 
② 減税の乗数効果はいくつか。（5 点） 
③ 財政支出をすべて増税で賄う場合、財政支出の乗数効果はいくつになるか。（5 点） 
④ 減税を行ったにもかかわらず、効果がなかったとしよう。このとき、減税乗数がゼロで

あった理由を、1 行程度で簡潔に説明しなさい。（10 点） 
 

第 4 問  

 ある地域の住民全員に等しく便益をもたらす公共財を考えよう。この公共財の量を x、地

域住民の人数を n、公共財一単位あたりの価格を p とする。また、住民の選好はすべて等し

く、個々の住民が公共財から得る限界便益は b/x（ただし、b は正の定数）で表せるものとす

る。このとき以下の設問に答えなさい。 

① 住民が公共財を自発的に供給するとき、個々の住民にとって最適な条件を x, n, p, b を用

いて式で表しなさい。また、このときの公共財の量 x を求めなさい。（10 点） 
② 公共財の最適供給がなされるための条件（サミュエルソン条件）を x, n, p, b を用いて式

で表しなさい。また、このときの公共財の量 x を求めなさい。（10 点） 
③ 住民による自発的供給は、最適な供給量の何倍になるか。x, n, p, b を用いて表しなさい。

また自発的な供給が最適な供給量と乖離する理由を簡潔に書きなさい。（5 点） 


